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公同通信
2007年 3月 7日　127号（337号）

　　　　　　　　日本基督教団　西宮公同教会月報　〒 662-0834 西宮市南昭和町 10-22

　　　　　　　☎ 0798-67-4691 FAX 0798-63-4044、 Email：koudou@gamma.ocn.ne.jp

                      http://www.koudou.jp/　振替 01170-3-4901

              ☆　ホームページアドレスが新しくなりました。

.

時代にふり回されるのではない  自分の人生を語ってほしい、　

あの時  心を躍らせて生きた　自分の人生を語ってほしい、

後悔に 身をふるわせたこともある  自分の人生を語ってほしい、　

笑い　泣き　歯ぎしりをした　自分の人生を語ってほしい、

今日　こんな決意をしたという　自分の人生を語ってほしい

　 To　tell　the　story 27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『『  わたしの家族わたしの家族    』』

　末っ子長男姉３人！そして父母の
６人家族！が、私、藤原家の家族構成
です。そんな家の次女として生まれ
たのが、私、藤原紘子です。
　西宮公同幼稚園に勤めるように
なって１年、今回公同通信に登場す
ることになって、何を書こうか～と
悩んだ時に出てきたのが家族の事。
それで紹介させていただきます。
　まずは長女、陽子(３０歳くらいか
と思っていたら、まだ２３歳だっ
た)。なんとも自分に自信満々で、と
にかく強いのが私の姉です。さらに
自分勝手で、こういう人が人生の勝
ち組っていうんだろうな～ってよく
思います。自分勝手な姉に被った被

害は数えきれません。そんな姉の事
はとにかく大っキライでした。
　数年前に家をでてからは、たま～
に会う程度なので、昔ほどキライで
はなくなりましたが…。
　そんな姉とは対称的な次女の私、
紘子(２１歳)。とにかく自分に自信は
ないし、やる事成すことウマくいか
ないし、Ｏ型にしては変なところ几
帳面で～かなりの心配性、そして人
見知り…なのです。多分、私の持つべ
き『自信』をすべて姉に持っていかれ
たのではないかと思います。
　その次に生まれた三女、智子(１８
歳、精神年齢１０歳)。かなりのくせ
者で、性格がびっくりするくらいに、
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ひん曲がっています。１番ケンカが
多かったのが彼女とだと思います。
けれど、お菓子作りがすっごく上手
で、そこは褒めてやりたいと思いま
す♪でもやっぱり姉、妹とは年齢が
近いせいもあるのでしょうか…？よ
く対立していました。昔は殴り合い、
ひっかきあい、髪の毛の引っ張り合
い…かなりハードなケンカも繰り広
げられていました。
　女、女、女…と続いてやっと生まれ
た待望の長男！豊(１５歳、やっぱり
精神年齢は８歳くらい。未だに日曜
の朝のなんとかレンジャーetc…を欠
かさず見ている)。彼はすごく優しく
て、誰からも好かれる存在なんです。
でも彼も私に似てかなりの心配性、
そしてプレッシャーにすごく弱
い！！大事な日の前日には必ず腹痛
に苦しんでいます。私とは年が離れ
ているせいか、弟と私はすごく仲良
しでいつも２人でつるんでいます。
　そして、一家の大黒柱…であるべ
き父、敏雄。無口でめったなことでは
怒らない父。時 『々お前もうすぐ１９
歳か？』と娘の年齢もわからないく
らい家族に対して無頓着な父ですが、
実はすごく人の話を聞いていて頼ん
だことは次の日には必ずといってい
いほど叶えてくれています。真面目
で、何一つ文句も言わずに家族の為
に働いてくれている父のことは、本

当にすごく尊敬しています。
　そんな父とは対称的な母、悦子。お
しゃべり大好きな天然ボケ母…。そ
して涙腺が壊れているんじゃない
か？ってくらいに涙もろい。母は映
画の宣伝を見て、内容を想像しただ
けで泣いてしまうのです…観てもい
ないのに。恐ろしい涙腺ですよね。そ
んな母に似て…私も涙もろいのです
が。
　干渉せず自由に育ててくれた母に
はすごく感謝しています。
　高校時代、門限が厳しかった友人
は、６時になると必ず『どこにいる
の？何してるの？』と彼女の携帯に
はメールが入っていました。そして
そのメールに返事を返さないでいる
と、次は電話。そんな友人を見て、『私
があんたやったら絶対グレとるわ
…』って言ったのを覚えています。母
は私の事をちゃんと信頼してくれて
いるんだろうなぁと私は感じていま
した。そんな風に自由に育てられた
から…？私自身、なんとか真っ当に
生きています。
　そんな家族と共に生きてきた２１
年間。４人姉弟だから…やっぱり我
慢することも多かったし、姉として
下の２人の面倒を見たり、いろんな
大変なこともありました。でも、４人
姉弟だから楽しいことがそれ以上に
たくさんありました。『４人って大変
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　　　　　　    日本基督教団西宮公同教会集会案内

早天祈祷会   　　 毎月１日午前6時30分から　　  於：西宮公同教会集会室
教　会　学　校　 毎週日曜日午前9時から　　　    於：西宮公同教会礼拝堂
聖　日　礼　拝　 毎週日曜日午前10時45分から   於：西宮公同教会礼拝堂
聖書研究祈祷会　 毎月第1・3水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
読　　書　　会　 毎月第2・4水曜日午後7時から  於：西宮北口西伝道所
ゆっくり聖書を読む会 毎月第３火曜日午前10時から  　於：西宮公同教会集会室

やなぁ～』なんてよく言われたりも
しますが、私はそうは思いません。む
しろ一人っ子で『家に帰っても誰も
いないねん』っていいながら家のカ
ギを首からぶら下げている友人の方
がよっぽど可愛そうだと思いました。
　母が働き始めた時も、姉弟がいた
から、家に帰った時には誰かが待っ
てくれていました。『ただいま』には
ちゃんと家族の『おかえり』がありま
す。どんなことよりも、その『おかえ
り』が１番心温まるものだと思いま
す。そして今こうして幼稚園で働い
ているのも、４人姉弟で弟や妹の面
倒をみていたから…というのが大き
いと思います。

　どれだけ殴り合いのケンカをして
『大キライや～！』って言い合っても

…やっぱり姉弟、家族の事は大好き
で、誰一人として欠けてはいけない、
かけがえのない存在なんですよね。
　こんなにキャラの濃い藤原家の中
に生まれた私でさえも姉弟っていい
な、と思うのですから、きっと兄弟、
姉妹ってすーっごくいいものなんで
すよね。
　４人姉弟、そして６人家族でよ
かったと心から思います。
　４人姉弟～６人家族バンザイ！！
　　　　　　　　　　　（藤原紘子）
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・・・しかしそのいずれからも、日本の固有の文化の本質を、世

界の誰にも通じる普遍性の場所から判定するとどうなるか、とい

う敗戦以来の著者の執念が、著者独特の独白調で伝わってくる。

著者の中の世界と日本の「距離」への緊張感が、何とも新鮮に目

を打つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤典洋）

　　　　　　　　　　

　イエスの弟子たちが「・・・不浄な

手、すなわち洗わない手で、パンを食

べている」ことが見つかって、“パリ

サイと律法学者”からとがめられま

す（マルコ福音書７章１節～）。“洗わ

ない手で、パンを食べた”その振る舞

いがただとがめられたのではなく、

その時のその社会の約束である「昔

の人の言い伝え」を守らなかったこ

とがとがめられているのです。マル

コ福音書のイエスは、そうしてとが

められたことを、逆に徹底的に批判

します。とがめた人たちのことを

「・・・あなたがた偽善者」と決めつ

け、イザヤの言葉を引用して批判し

ます。「イザヤは、あなたがた偽善者

について、こう書いているが、それは

適切な預言である、『この民は、口さ

きではわたしを敬うが、その心はわ

たしから遠く離れている。人間のい

ましめを教として教え、無意味にわ

たしを拝んでいる』」と。“こう書いて

ある”とされるイザヤの預言は、「こ

の民は口をもってわたしに近づき、

くちびるをもってわたしを敬うけれ

ども、その心はわたしから遠く離れ、

彼らのわたしをかしこみ恐れるのは、

そらで覚えた人の戒めによるのであ

る。」（イザヤ書２９章１３節）であっ

たりしますから、マルコ福音書のイ

エスの方がそのことをより厳しく見

つめているように読めます。

　それで止まらずに、マルコ福音書

のイエスは「あなたがたは、神のいま

しめをさしおいて、人間の言い伝え

に固執している」「あなたがたは、自

分達の言い伝えを守るために、よく

も神のいましめを捨てたものだ」と、

“神のいましめ”と“人間の言い伝え”

を峻別しようとしています。“神のい

ましめ”として挙げられているのが

“モーセの戒・父と母とを敬え”です。

そして“父と母とを敬え”をめぐって

言及されていることは、現代社会に

も通じる古代社会の高齢者問題です。

即ち、食いぶちを稼げなくなってし

まったらしい高齢者に、家族のもの

たちがたとえば、食べものをけちっ

たりしているらしいことです。「もし

人が父または母にむかって、あなた

に差し上げるはずのことものは、コ

ルバン、すなわち、供え物ですと言え
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ば、それでよいとして、その人は父母

に対して、もう何もしないで済むの

だと言っている」（マルコ福音書７章

１１，１２節）。ありもしないことを、

“お話”としてしているのではなく、

目の前で行われている、全くもって

身勝手な振る舞いが許せない、とい

うのがこの場合の一番言いたいこと

のようです。取るに足らないいまし

めのことは、ああだこうだと口うる

さくこだわれるのに、父と母とを敬

うという、人が人である時に守るべ

き最低限のいましめをのがれる“口

実”の為だったら手段を選ばないの

が許せないというのが、マルコ福音

書のイエスの言いたいことらしいの

です。

　旧約聖書で“神の戒・モーセの戒”

としてまとめられている１０の戒の

一つが“父と母とを敬え”です。で、

“人間の言い伝え”と“神の戒”のど

こが違うのか。そもそも、あれこれ、

ごたごた“いましめ”なるものがあっ

てはならないのであって、あり得る

とすれば、極々限られたものでなく

てはならない、というのがマルコ福

音書のイエスの“いましめ”理解で

す。

　“モーセのいましめ”というくらい

ですから、それが“絶対的”な“大原

則”であるかということではなく、人

が人として生きる最低限の約束事な

のです。一方、“人間の言い伝え”が

強く要求されるところでは、それを

守る形式主義が人としてのささいな

振る舞いを合理化してしまう態度が

許せないという具合に。確かにパン

は、あたりまえにそこにあるのでは

なく、神からの恵みであってみれば、

その都度手を洗う、清めるなどのこ

とはあるべきことかも知れませんが、

だからといって、たまたま手を洗わ

なかったりしたら、それが全く“不

浄”だと断定されることにはなりに

くいのです。その日の生活に追われ

る人たちの、その家族が、手を洗わな

かったとして、今日のパンを与えら

れたことを神の前で喜ぶということ

はあり得ることです。たぶん、イエス

の時代にイエスと一緒に生きる人た

ちの多くは生活には追われながら、

そんな人たちの振る舞いが一方的に

なじられることにがまんができな

かったに違いありません。

　“宗教”ないし“宗教的態度”は他

者を攻撃する手段になり得ることも

あれば、生活上の態度を、“宗教”な

いし“宗教的態度”として合理化する

こともあり得ることが、ここでは問

われているらしいことです。

　　　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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お騒がせしていた論文「韓国近現代
史における女性の地位の諸相とその
変容」は、一部から、膨大な知識の断
片を寄せ集めた代物という批難にも
めげず、教授からさんざんあきれら
れながらともかく完成、合格、３月１
０日修了式を迎えます。牧師の試験
もそうでしたが、ひとつは昔「大学」
から投げ出された多くの人々の「敵
討ち」みたいな思いと、牧師も修士も
誰がなったっていいじゃないか、と
いうような思いとが重なるのです。
雑文、駄文は山のように書くのです
が、「論文」は作法もあり、中身はな
いのだからせめて体裁だけでも、と
ぎりぎりまでダメだしされました。
表や参考文献の表記の仕方も後藤流
ではよろしくないので本当に最後ま
でかかりました。３０年前の卒論時
にはなかったパソコンのおかげで助
かりました。文献資料も相当あさり
ました。それはそれで財産です。

で、３月３１日までは「学生証」が有
効なので、学割で映画を見まくるの
です。あんまりいいのやっていない
のですが・・・。

ところで、先日、久しぶりに京都に
行ってきました。新しい京都駅びっ
くりしました。とある会議だったの
ですが、食いしん坊の後藤は、大阪・
鶴橋で韓国料理を食べ、京都では新
京極の乙羽の蒸し寿司やイノダの

アア  ココ  ーー  クク  ロロ  ーー  通通  信信（（107107））

コーヒーなど楽しみました。実はあ
るラーメンも食べたかったのですが
結局ダメでした。会議も、初めての出
会いもありながら、同窓会的出会い
ですっかりおじさんやおばさんに
なったものたちが今後の「地域での
運動のあり方」を検討するというも
ので、ちょっと違うんじゃあないか、
もっと若い人を呼ぶべきと思いつつ、
こんな時でなければ今生ではもう会
えないかもしれないので、それはそ
れでよかったのです。

たまに、本土に行くと「本屋」が充実
しているのに感心します。西宮も京
都も「ジュンク堂」の豊富さにびっく
りしてしまいます。いや、今時、アマ
ゾンなんかでいろいろ買えるのです
が、おじさん世代はやっぱり本棚に
並んだものを手にとってみないと納
得できません。いくらか面白そうな
ものを仕入れました。

近頃の宿泊先にはただで使えるパソ
コンもあって、メールや論文の修正
に役立ちました。そう、パソコンがな
ければ生きていけません。仕事場の
パソコン、業務上横領になるくらい
使い倒しています。

さて、３月。出会いは別れの始まり
で、別れはあらたな出会いの始まり
です。何も変わらない人もいるで
しょうが、大きな変化が待ち受けて
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いる人々も大勢いることでしょう。
不安と期待でいっぱいでしょう。ま
あ、たいてい何とかなるのです。む
ちゃくちゃな時代ですが何とかなる
のです。そう、おじさんやおばさんは
ともあれ、子供たちがむちゃくちゃ

いっぱいの春を感じていますいっぱいの春を感じています

　暖かい日が続き、過ごしやすい毎
日です。コマやけん玉、竹馬など冬の
遊びも楽しみながら、暖かい日には
サンダル、半袖で泥んこ遊びを思い
切り楽しむ姿もたくさん見られます。
散歩に行くと、色々なところで春を
見つけています。２月の初めに“つく
し”が頭を出しているのを発見しま
した！その時は２、３本と少なく、と
ても小さかったのですが、しゃがみ
込んで見て「わぁー�」みんなで喜び
ました！そして先日あのつくしはど
うなっているのかなぁと話しながら
行ってみると～「あった！！・・・あ
そこにも！！・・・またあった！！」
という幹事でたくさんのつくしがツ
ンツン！！そして♪つくしはツンツ
ンでるもんだ～♪みんながつくしに
なっている姿もとても可愛くて、嬉
しくなったのでした�梅の花を見つ
けた後、「おかあさんと見つけた
よ！」と朝登園してくる時にも見つ
けたことを嬉しそうに教えてくれる
お友だちもいました。畑へ行った時
にはいちごかチューリップの芽を見
つけて大喜び♪目で見える春を見つ

けたり、「（春は）この天気！！」なん
て、この暖かさを思い切り体で感じ
ていたり～お友だちとお家の人と、
いろんなところで春をいっぱい感じ
て、春がもうすぐそこまで来ている
ことを一緒に喜べる、それはとても
素敵だなぁと思いました。
　２月１日に節分の集まりがあり、
４人の鬼がやってきました。各学年
から「オニはそと～！」とボールを投
げられ・・・それぞれの「オニはそと
～！」があったのですが、年長さんの
迫力にはビックリでした。節分と言
えば、巻き寿司☆今年もみんなでい
ただきました。おしゃべりが大好き
なお友だちですが、この日は、北北西
を向いて、黙って食べる・・・でもやっ
ぱりお話したくて、小声でひそひそ
話している姿には笑ってしまいそう
になりました。２月も楽しいことが
たくさんあったのですが、節分を楽
しんだ次には、もちつき大会が行わ
れました！きなこ・あんこ・大根おろ
し・ごまだれ・えびの５つの味でいた
だきました。つきたてのおもちは
とっても柔らかくておいしい�食べ

になってはいけません。みんなで、
ちょっとだけでもよくしましょう。

お付き合いいただいて感謝。では、ま
た。　　　　　　　　　　　　　　
　（沖縄・与那原・愛の園　後藤　聡）
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私 が 出 会 っ た い ろ ん な 人 た ち私 が 出 会 っ た い ろ ん な 人 た ち

驚きました。収穫後、みんなでいただ
くことになったのですが、皮を剥こ
うと少し指を入れるだけで、ほのか
に香っていたのが一気に広がりまし
た。香りとジューシーで甘い公同産
みかんに感激でした！そして、剥い
た皮でママレードを作って下さり、
ロールパンにはさんだり、クラッ
カーにのせていつもとは少し違う、
ちょっぴりおしゃれなおやつをいた
だきました。
　ふとした時に上を見上げて「だん
だん大きくなってきたね～！」と何
気なく話したこともありました。そ
んな会話を交わしたみんなとみかん
を味わうことができて嬉しく思いま
す。
　あっという間に１月、２月が終わ
り、気がつけばもう３月。今のクラス
で過ごすのもあとわずかとなりまし
たが、残された日々を元気いっぱい
過ごしていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　（延原　光）

出したら止まらない～！という感じ
でした�「よいしょ～！よいしょ
～！」大きな声で応援したぽっぽ・さ
んぽ・らったさん！応援はもちろん、
しっかり杵を持ってつく！かっこい
い姿を見せてくれた年長さん！そん
なみんなとそしてお父さんもお母さ
んも一緒に楽しいひとときを過ごせ
たこと、とても嬉しく思います。前日
から最後の片付けまで、多くの方々
のご協力によって無事に終えること
ができたことを心より感謝いたしま
す。ありがとうございました。
　先日、くすの木広場にあるみかん
の収穫が行われました。花が咲き、実
ができて緑から黄色になるまでみん
なで見守ってきました。そのみかん、
今年は全部で２１５個！でも前に落
ちてしまったみかんもあるそうで、
実際は３００個近くあったそうで
す！園庭にあるあの木に３００個
も！しかも１本の木にそんなにたく
さん実るとは思っていなかったので

　毎週日曜日、午前９時に教会学校
に集まってくる子どもたちは約６０
名います。４月や５月、春に新しく始
まる学期には、１００名を超す子ど
もたちが集まることもあります。ま
た夏のキャンプにも約１００名の子
どもたちが集まり、３日間共に過ご

します。そんな恵まれた時間を過ご
してきました。
　大阪にいた頃の教会では約５人の
子どもが教会学校に通っていました。
最初１人だったのが２人になり、少
し新メンバーが増えて５人に！と
いった感じで、それでも５人の子ど



99

もたちに励まされることの多い教会
生活でした。一般的に教会では「分
級」という形で礼拝後の活動時間に
学年を分けて、遊ぶことが多いので
すが、５人では分けることも難しく、
いつも一緒に遊んだり、時には学ん
だり、何かを作ったりしてその時間
を過ごしていました。公同教会では
附属幼稚園から小学生にあがった子
どもたちが、そのまま教会学校に通
い続けることが多く、小学生にあが
りそれぞれに違う学校に通っていて
も、教会学校に集まってなつかしい
友だちと一緒になつかしい場所で過
ごす。そして幼稚園での生活とは少
し違った遊びをしてみたり、話を聞
いたりしながらその時間を過ごすこ
とができています。
　そんなにたくさんの子どもたちと
一緒に教会で過ごした経験がなかっ
たこともあり、どんな対応をしたら
いいのかわからないことも多くあり
ました。また、バタバタと走り回った
り。準備に追われたりして、子どもた
ちと会話を交わせない時もあります。
そんなとき、あとになってとても後
悔したり、次にはゆっくり声をかけ
ようと思ったりすることもあります。
　スタッフの対応もそれぞれの性格
によって異なり、おおらかにつつみ
こむように子どもたちと接する人や、
子どもたちの目線でいつも話をする
人や、おもしろくたのしい言葉をか

ける人など、それぞれ大人のキャラ
クターによって子どもとの接し方が
異なります。そんな中でもそれぞれ
が子どもを愛しながら、何かメッ
セージを持っていつも子どもたちと
過ごす時間を大切にしているおとな
ばかりで、礼拝の中でのお話や絵本
を読む時間などからも、そのメッ
セージや子どもとの対話に驚くこと
や、涙が出そうになる時も多いです。
スタッフの一人として、また副牧師
として教会学校の子どもたちと出会
う時が与えられていることに感謝で
す。また同時に問われることも多く、
教師会でのスタッフや教師の打ち合
わせではいつも、そのことの重要さ
を気づかされる時となっています。
　「おはよう！」とか、「田中あほちゃ
う！」とか、そんな会話のやりとりの
中でも、子どもの目がきらきらと輝
き、一人一人の存在の大きさを感じ
させてもらっています。新沢としひ
この歌を一緒に歌ったり、中島みゆ
きやソウルフラワーの歌を歌ったり、
聖書を一緒に読んだり祈ったりしな
がら、一緒に過ごすその時間が何か
に繋がっていることを願いながら過
ごしています。そして大きくなって
たまに遊びにくる中学生や高校生の
顔を見ていると、きっと幼稚園での
生活や教会学校での生活が彼らのな
かに生きていることを感じ、また励
まされるのです。　　　(田中知恵）
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大切な贈り物・津門川　55
　　　　““そそれれぞぞれれににととっっててのの津津門門川川””

　『これって川だったんだ』これは僕
が始めて津門川掃除に参加したとき
に感じた最初の感想でした。地域の
人からしてみれば失礼な話かもしれ
ません。しかし僕にとっての川は自
然の中のひとつの部分。川原があっ
て、夏には川に入り泳ぐことができ
る。そんなことが当然だと思ってい
ました。コンクリートで固められ本
来の姿をかえられたそれは、僕の中
で川という認識ができなかったので
す。
　そんな気持ちを持ちながら掃除に
参加したのですが、そこで僕にとっ
て驚くべき発見がありました。『魚が
いる。』しかもよくよく見ると鴨まで
います。目で見える大きさの生き物
がいるなんて考えていなかった僕に
は、そのことがすごく新鮮なことに
感じられました。そして同時に自分
の認識は間違っていたのかもしれな
い、と思いました。『人が手を加えた
自然が一概に悪いものなのだろうか』
そんなことを思いながら地域の皆さ
んと一緒に掃除をさせてもらいまし
た。その中で本当にさまざまなもの
が捨てられている事に気づきました。
空き缶やビニール袋、鞄なんかも捨
てられていたと思います。もちろん
知らない誰かが捨てたものでしょう。

　

　

それにもかかわらず文句を言う人は
ほとんどいません。掃除に参加して
いた人たちの本気で川をきれいにし
たいという気持ちがよく分かりまし
た。そうしているうちに自然と僕も
『この津門川をきれいにしたい』と思
えるようになっていました。結局、掃
除の終盤には僕が最初に感じた印象
はどこかへいってしまい、僕の中で
の津門川は立派な川になっていまし
た。
　その日の川掃除で津門川は本当に
きれいになりました。それと同時に
僕の心も少しきれいになったような
気がします。それは川掃除に参加し
ていた皆さんのおかげであり、また
津門川のおかげでしょう。これから
もきれいな津門川でいてもらうため
にも掃除にも参加していきたいです。
また、日々の生活に疲れたときなど
はまた津門川のお世話になろうかな
と思っています。

　（栗山インターン　大村匡保）



1111

　　　　20020077年年３３月　あんなこと　こんなこと月　あんなこと　こんなこと……

   �3月   1日（木）午前6時30分～、早天祈祷会
   �3月   6日（火）金城盛紀先生、ハムレット講演会
　�3月 11日  (日）特別礼拝　新免貢先生説教
　　　　　　　　　  午後5時～「今こそ求められる豊かな教師理解
　　　　　　　　　  ～教会再生の秘策を真剣に考える～
　�3月 16日  (金）卒園式
　�3月 18日  (日）礼拝後幹事会
　�3月  20日  (火） 午前10時～、 ゆっくり聖書を読んでみませんか
◇にしきた商店街…　
　・ 3月   4日  (日）午後12時30分～、津門川掃除
　・ 3月11、17、18日 ストリートミュージシャンコンテスト
　　会場：（11日）西宮公同教会、（17、18日）アクタ円形デッキ
◇アートガレーヂ
　・3月2日～4日　年長組作品展
◇関西神学塾
　・ 3月   9日（金）桑原重夫先生 、勝村弘也先生
　　　　　　　　　　「“現代の宣教”のための聖書注解書刊行をめぐって」
　・ 3月 10日（土）特別講義　講師：新免貢先生
　　　　　　　　　  初期キリスト教のかき消された声を現代へ
　　　　　　　　　  ～『異端文書』も捨てたものではない～
　・ 3月16日（金）勝村弘也先生「死海文書を読む」
　・ 3月23日（金）田川建三先生「マルコ福音書註解（中）」

　教会学校から　教会学校から　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　《2月の活動報告》
◇2月  4日（日）もちクイズ大会
◇2月11日（日）豆であそぼう！納豆ネバ消し大会！
◇2月 18日（日） ちょっといいこと・お父さんと一緒にしりとりパネル！
◇2月25日（日）切り紙であそぼう！

　　　　　　　　　　　　　　　《3月の活動予定》
◇3月　4日（日）まと当てドッチビー
◇3月 11日（日）切り紙パート２
◇3月 18日（日）新入生歓迎パーティー・うたってうたって歓迎会
◇3月 25日（日）歓迎ガーデンパーティー・
   　　　　　　　  園庭で美味しい食事を囲んでパーティー
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今　月　の　あ今　月　の　あ・・そそ・・びび
　　““けけんん玉玉””で遊ぶで遊ぶ

　子どもたちの遊び道具は、完成度
の高いものかどうかで、その遊びの
広がりはうんと違ってきます。幼稚
園や教会学校で使っている“けん玉”
は、日本けん玉協会認定の競技用け
ん玉です。“認定”も“競技用”も、大
げさでないのは、全体のバランスが
よく、長時間遊んでも違和感がなく
遊びやすいけん玉なのです。たとえ
ば、玉の大きさや重さ、穴の口径な
ど、“術”をみがいて上達して行くと
き、それにあわせて使いやすくでき
ています。玉を振って半回転させて
けん先で受けとめる“ふりけん”の場
合、認定の競技用けん玉は、玉の重
さ、穴の口径、けん先の太さなどが程
よくできていて遊びやすいのです。
他の市販のけん玉のほとんどは、術
をみがいて行くことへの対応が考慮
されていません。
　そんな競技用けん玉というものが
あることを教えてもらったのは、２
０年程前のことでその当時尼崎市の
児童館などの仕事をしていた川端清
五郎さんです（ついでに“・・・協会”
なるものにも、けん玉の販売をめ
ぐって“利権”があるらしいことも教
えてもらいました）。川端さんにはけ
ん玉の遊びも教えてもらって、それ
が今も続いています。
　けん玉の玉を、大皿と中皿との間
を往復させる遊びを“もしかめ”と呼
んでいますが、その時に歌うのが童

謡の“うさぎとかめ”です。これをほ
ぼマスターすると次の段階の少し早
いテンポで遊ぶ時の歌が、“ジンギス
カン”です。これらのことは、川端さ
んからの“伝承”がそのまま今日まで
続いています。
　川端さんのけん玉の“伝承”で守っ
ていない、というか聞かないことに
していたのは“けん玉は集中力を育
てる”というけん玉遊びの学習効果
説です。けん玉は集中しないとでき
ない遊びであるのは確かです。しか
し、けん玉に集中して遊ぶことが、他
の学習に集中する力にはたぶんなら
ないはずです。けん玉の大皿に玉を
乗せるのがやっとだった子どもたち
が、“もしかめ”を４番までやりぬい
て、更に“ジンギスカン”をやりぬい
てしまうのは、その遊びに“夢中”に
なっているからです。それも夢中に
なる時間が保障されているからです。
けん玉の玉が大皿・中皿を行ったり
来たりするだけの、いわば他愛もな
い遊びに時間を費やすより、他に“有
効”なことはいっぱいあります。とい
う“有効性”のことを言い出したら、
けん玉で遊ぶということは子どもた
ちの世界に登場しにくくなります。
　そうして夢中になってしまう遊び
には、教育効果ではなく、教育の力は
備わっています。もっともっと本質
的な意味での教育がけん玉のような
遊びで起こっているのです。
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　最初けん玉を手にした子どもたち
が、大皿に玉を乗せるまでには、無限
の距離があるように見えてしまいま
す。この場合の無限の距離は、ながめ
ている側はもちろん、当の子どもた
ちこそがその“無限の距離”に挑戦し
ているのです。無限の一歩などとい
う踏み出しにくい一歩も、誰かが
やっているのを見て、自分でもやっ
てみたくてだったら、踏み出してし
まえるのが“遊び”です。そこで繰り
広げられているのは、“未知の世界に
踏み出す”“誰の力も届かない自分だ

けで生きる世界”などの、人が生きて
必ず通らなければならない世界での
ことで、それが遊びで起こっていま
す。集中力どころではないのです。と
いうようなことなのでしょうが、遊
びの道具はだからこそ完成度の高い
ものが求められます。遊びの広がり
や持続ということでだったら、“もし
かめ”や“ジンギスカン”を教えても
らって、幼稚園や教会学校のけん玉
の遊びは、今も不動の人気で続いて
います。
　　　　　　　　　　　（菅澤邦明）
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ままいいのの勝勝手手にに何何ででもも案案内内

　こんにちは。実家に帰ってくると
十中八九体調が悪くなる舞です。実
家が悪いということではなくて、精
神的なもののせいだと思うんですけ
どね。やっぱり安心するというか。生
まれてからある程度大人になるまで
過ごしてきた場所とか、一緒にいた
人とかっていうのは、どうしたって
人間形成に大きな力を与えてるし、
嫌であっても離れられないし、変え
られないものをもらっているし、い
わゆる「HOME」ていう言葉で表さ
れる概念なんでしょうね。なん
ちゃって外来語は使いたくないワタ
クシですがそんな風に思いました。
そして、その感覚を広げれば、母国と
他国の話にもつながり、話の中であ
れど、ある皇国の皇帝の息子として
生を受けちゃった人間には重い意味
を持つんじゃないかと思うのです。
というわけで今回は前回に引き続い
て「守り人シリーズ」の紹介、という
か感想をお送りしたいと思います。
あ、前回の訂正を一つ。シュガは「星
読博士見習い」ではなく「聖導師見習
い」でした。とんだ初歩的ミスをして
しまってお恥ずかしい。では、以下
とってもネタバレしちゃいますんで、
読みたくない人は読まないでくださ
いね☆
　いやー、先日発売されました『天と
地の守り人』第三部でついに完結し
てしまいましたよ！守り人シリーズ。

清清しいやら寂しいやら。しかし全
く期待を裏切らない結末でした。命
が無駄になってないところが何より
素敵。最近の小説は何かと登場人物
が死んで、お涙頂戴になるんですが
（ケータイ小説なんてその極み。ホン
マ嫌いです）、守り人シリーズにおい
ては主要人物誰も死ななかった！
（私的にお亡くなりになった方々は主
要ではない）やってくれました上橋
さん。皆が「生」に対してまっすぐに
向き合っていて、ある意味「死」より
辛い「生」を選ぶっていう、本当に素
敵な話です。実は、私二年半ほど前
に、学校に講演にいらした上橋さん
と少しだけお話したことがあるんで
す（自慢）。そのときに『夢の守り人』
に関して、「生」とか「命」とかにつ
いての考え方が素晴らしいな、と思
いまして。『天と地の守り人』でもそ
の考え方が貫かれていて、嬉しい限
りです。
ちなみに当時はまだ初め三作しか出
ていない状態でして、私は「狩人のジ
ンさんをもっと出してくださ
い！！！！」とリクエストしてたん
ですが、ここまで重要キャラに育つ
とは正直予想していなかったので、
（別にリクエストのためではないです
が）勝手に喜んでます。アムスラン殿
―！でも本命はすっかりヒュウゴに
乗り換えてるんですけどね。だって
ヒュウゴさんは『天と地の守り人』の
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影の主役ですから。全てが彼の計画
通りですから。文字通り彼が命を賭
けてこの結末に持っていったんです
から。ラウル王子にタメ語で話すな
んて最強ですよね。彼はきっと太陽
宰相の跡をつぐはず。『蒼路の旅人』
の登場シーンからしてホント素敵。
でも彼と付き合ったらソドクさんが
絶対うるさいですよね。「もれなくソ
ドクが付いてきます☆」みたいな。
きっと同棲とかしてもほぼ毎日ソド
クさんが様子見に来るんですよー。
もう。あの人はヒュウゴの何なんで
すか。「１７歳で出会ったから未だに
子ども扱いする」ってヒュウゴは
言ってますけどね、あの世界の１７
歳て結構いい大人ですよ？絶対年齢
のせいとかじゃないし！兄のラスグ
よりヒュウゴを優先て！むきー！と、
勝手に妄想して嫉妬する毎日です。
上橋さんはあとがきで「もしかした
らバルサの若い頃の話を書くかも」
ておっしゃってますけど、バルサよ
りヒュウゴの過去を書いてください。
もう是非。あれだけ思わせぶりな描
写があったのに最終巻でノータッ
チって、ヒュウゴファン的には生殺
しです・・・。
あ、勿論普通に主役たちもそれぞれ
に成長してます。チャグムやシュガ
は当然のこととして、バルサやトロ
ガイなんかは今更何を成長するのっ
て感じですが、それでもしてるんで
すよね。これで完結っていうのは仕

方ないのかも。あと、すごいと思うの
は、どの人物を取ってみても、どの人
物の気持ちになってみても納得でき
ました。敵とか悪役って概念が余り
ないですよね。世界全てを描いてい
るからなんでしょうけど、この国に
とって、この人は「悪」かもしれない
けれど、その人にはきちんと理由が
あって・・・ていうのが、無理なく書
いてある。あー世界ってこういう仕
組みなんだなぁ、別に特別悪人がい
なくても、少し思いが強かったり弱
かったり、少し考えが足りなかった
り強すぎたりするだけで、戦争は起
こるし悲しいことも沢山あるんだ
なぁ、って純粋に思いました。
チャグムは新ヨゴ皇国の皇子として
生まれ育ち、一時はその身分が嫌に
なり、ある意味その嫌悪は彼に一生
付きまとうとは思うのですが、それ
でも今作で、「皇子」として生まれた
身は、国の頭として国民のことを何
よりも考え、父である皇帝に疎まれ
ても、歯向かってでも、国を良い方向
へ導いていきます。若干１７歳とは
到底思えない彼ですが、『虚空の旅
人』でタルサンに言ったとおり、薄布
を通して国民を見るのを好まず、素
顔のままで皇帝となります。彼のこ
れからの苦労を思うと胸も痛みます
が、彼ほど他国の王族と強いつなが
りを持った皇帝もいないでしょうし、
新ヨゴ皇国の未来は明るいと思いま
す。世界史を専門にしている人間と
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しては、どうしても国の歴史で考え
てしまうので、跡継ぎにも恵まれる
ことを祈りますが・・・。跡継ぎと言
えばロタ王国はどうなってしまうん
でしょうか。私の中で思いついたも
のに「シハナ薬子説」というものがあ
りまして、これはシハナが、荻原規子
著『薄紅天女』の登場人物、藤原仲成
こと薬子のようになる、というもの
です。母に話したら怖すぎると言わ
れましたが。
何だか感想というより大半が妄想で
したが、土台がしっかりしてないと
こうやって妄想で楽しめませんから
ねー。やはり偉大です「守り人シリー
ズ」。そして上橋さん。まだまだ妄想
は尽きませんが字数の都合でこの辺
で。また次回。　　　　（高橋　舞）
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　父が老人保健施設に移ってから２

週間近く経ってから、“孫”を借りて

その施設を訪ねました。サンダー

バードに３時間乗り、高岡駅で従兄

弟夫婦が運んで来てくれた車を借り

て、氷見市余川のその施設に着いた

のは１２時３０分をまわっていまし

た。２階の父の部屋に行ってみると、

昼食の終わった父はフトンをかむっ

て眠っていました。ほぼ同時に着い

た義兄と父を起こし、父の車椅子を

押してデイサービスの人たちの集ま

る１階まで下りました。眠っていた

のを起こした父の表情が、ずいぶん

おとろえたように見えて驚きました。

と思ってしまったのは、父が入れ歯

を外してしまっていたからだと後で

気が付きました。義兄によれば、ケア

ハウスから老健に移るに際して、入

れ歯が行方不明になって、そのまま

になっているのだとの事、老健では、

流動食が主で、入れ歯はなくても間

に合っているとのことでした。老健

施設のデイサービスの人たちが集ま

る１階には、その日たまたま“おじさ

ん・父の弟”が来ていました。口も耳

もたっしゃとはいえ、８８歳のおじ

も週２回同じ老健施設のデイサービ

スの世話になっています。９２歳と

８８歳の兄弟、義兄、９２歳の父の３

歳の曾孫、じいさんとばあさんが施

設で顔を合わせていることに、少な

からず不思議で、少なからずうれし

い気持ちになりました。その時は、父

を相手に義兄も合わせて３局囲碁を

しました。デイサービスで来ていた

８０歳前後のおじいちゃんがぐるっ

とまわってくる毎に、“・・・こんな

年で碁を打てるのは、この人は段を

持っているに違いない”とつぶやき

ながら繰り返し立ち停まるのでした。

そのことはともかく、老健に移って

からは、１月にはずいぶんおとろえ

たと見えたその時よりは元気そうな

“編集後記”から続く

「要するに老人とは何かというと、人間じゃない『超人間』だと理解するんで

す。動物と比べると人間は反省する。動物は反射的に動く。人間はそうでは

ない。確かに感覚器官や運動器官は鈍くなります。でも、その鈍くなったこ

とを別な意味で言うと、何かしようと思ったということと、実際にすること

との分離が大きくなってきているという特性なんですよ。だから、老人とい

うのは『超人間』と言ったほうがいいのです」。

　　　　　　　　　　　　　　　　（「老いの超え方」吉本隆明、朝日新聞）
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のです。

　その意味ではそこが“自分である

ことを失わせる、生きる意味をそい

でいく場所”と書いてしまったのは、

言い過ぎのように思っています。

思っていますが、流動食だから、入れ

歯は行方不明でよかったり、日中も

寝巻きのままでいいと思えません。

“入れ歯”そして歯というものは、咀

嚼する時、更にその人の表情などと

も深くかかわっているはずです。で

すから、流動食になったから不要に

なるとは思えません。昼食が終わる

と横になってふとんに潜り込んでし

まうから、そしてそこが施設だから、

一日中を寝巻きで過ごしていいとも

思えません。確かに、その時の父の様

子は、入れ歯を求める、寝巻きを替え

てもらうなどのことは求めませんで

した。しかし、向かい合えば覚束ない

なりに囲碁をする父です。たとえば

入れ歯をはめるなり、寝巻きを着替

えるなどをするのは、「世話や扶養を

自ら担う人、担わざるを得ない人た

ちに『ただ乗り』してしまう可能性」

があるとして、それを“義務”としな

いなら老健のような施設では、実現

の可能性は全くなくなってしまうは

ずです。そして、入れ歯をはめるな

り、寝巻きを替えてもらうなりのこ

とは、「人の生存、生活のいちいちが、

その周囲の一人一人の自発性によっ

て、ことばを替えれば恣意性によっ

て保持されるしかない」（「所有と国

家のゆくえ」稲葉振一郎、立岩真也、

NHKブックス）となれば、老健で生

活する父は、たとえば入れ歯なしで、

終日寝巻きのままで過ごすことにな

ります。というのは、たぶん、父の生

活している老健施設では、入れ歯の

ことも寝巻きのことも、父の場合に

応じて対応するというマニュアルは

存在しないはずですから。だからと

言って、そこで働いている人たちが

手を抜いている訳でも、“自分である

ことを失わせる、生きる意欲をそい

でいく”という訳でもありません。た

ぶん、入れ歯のことを心配したり、寝

巻きのことを心配したりするのは、

父の世話をその施設にお願いしてい

る家族の役割で、そこに家族が介在

して、その人の家族にしかできない

役割を果たすことで始めて、その人

（たとえば父）は、自分であること、生

きる意欲を持ち続けるのだと言える

ように思えます。ですから“たとえば

老健施設などがすべてのことをして

くれる”と言ってしまうのは、父のよ

うな人が自分ではなく、周囲の人た

ちの“恣意性”によって、生存・生活

が左右されてしまうことになりかね

ないのです。　　　　　（菅澤邦明）
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公同通信１２６号（２００７年２月）の
編集後記で、老人保健施設で生活するこ
とになった父のことで「・・・自分であ
ることを失わせる、生きる意欲をそいで
行く場所かも知れません」と書いたこと
に、そんな施設で働いた経験を持ってい
る人から反論されることになりました。
そこで働いている人たちは、“・・・自分
であることを保たせる為、生きる意欲を
持たせる為”にこそ働いているという意
味で。
父が世話になっている施設には、変わる
ことになってから２週間後に、“孫”を借
りて訪ねることになりました。じいさん
とばあさんと孫の往復６時間の電車の旅
の訪問記は、それはそれでまたとない体
験になりました。そして、２週間後訪れ
た父の様子、移ってからほぼ１ヶ月経っ
た父の様子などから、言い過ぎの部分は
あったにせよ、そんなに間違ってはいな
かったとも思っています（以下、少し長
くなりそうなどで、別に書かせてもらう
ことにします）。　　　　　　　　（Ｋ）
　　　　　　　　　　　
友達がゴーヤを送ってくれました。この
時期、なかなかお目にかかれないゴー
ヤ、友達の近くのスーパーには売ってい
るというのです。しかも沖縄産！海を越
えてやってきたゴーヤは少し苦く、夏の
香りがしました。久々の味はもちろん、
送ってくれた気持ちがとても嬉しかった
です。　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）
　　　　　　　　　　　　　　　
この間の日曜日、ケロポンズと新沢さん
のコンサートへ行ってきました。３人を
見ていると、何だかお笑いを見ているよ
うで、最初から最後まで笑いっぱなしで
した。大好きな「にじ」のうたも歌って
くれて、生歌に感激してしまいました。
隣りに座っていた T さんいわく、ケロ
ちゃん演じる“荒野のカーボイ”は、Tさ
んのだんなさんも大好きで、ビデオも購
入し家で見ているとか。家族でコンサー
トに参加されている人も多く、私もそん
な風にできたらステキだな～と思いまし
た。　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ）

先日、短大の時の友だちがまたピアノを
習い始めたと聞き、驚きました。そんな
時、ピアノに関する番組を見ました。
色々な音色が出せるピアノはやっぱりス
テキだなぁと思いながら聴きました♪そ
の直後、昔の楽譜を開いてピアノを弾い
ている私がいました。思うように指がま
わらないけれど・・・やっぱり好きなピ
アノ。また時間をみつけて習いに行きた
いなぁ～なんて思っています。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ）

目で、耳で、鼻で、肌で…だんだん春を
感じられる季節になりました。
先日、子どもたちとの散歩中につくしを
見つけました。つくしが生えている姿な
んてあまり見た記憶がなく、ましてや食
べたことなんて１度もありませんでし
た。そのつくしを摘んで帰り、佃煮にし
ていただきました。初めて舌で感じた春
の味に大感激!!でした。　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　（Ｙ2）
　
　双方の父が施設で生活している。２月
には親善大使に３歳の孫を連れて訪れて
きた。幼い子どもがそこにいるだけで、
場が明るくなりしっかり大使の役目を果
たしてくれていた。氷見へは３時間の北
陸線サンダーバードとあと３０分あまり
の車、相当乗車時間がかかる。ここが、ば
あばの腕の見せ所。今大好きなわらべう
たは♪やなぎのしたには～。最後の“い
たずらぼうず”のところを、いたずらあ
かり～と歌い替えて何度も何度も楽し
む。手をとても上手に動かすこともでき
ている。と、感に堪えないとばかりに大
きな声で「おばあちゃん、でんしゃのな
かでうたうとたのしいねえ」。そうよ、た
とえ３時間でもおとなの相手次第なので
す。　　　　　　　　　　　　　　（Ｊ）

つ と が わつ と が わ
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